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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和２年度】 

（評価日 令和３年６月 28日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県立県北青少年の家 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

岩手県二戸市仁左平字放森 61-35 

電話 0195-23-9511  FAX 0195-23-3874 

ホームページ www.echna.ne.jp/^kenritu3/ 

電子メール kenritukenpoku@echna.ne.jp 

設置根拠 青少年の家条例 

設置目的 

（設置：昭和 58年 10月 14日） 

次代の担い手である青少年に、恵まれた自然環境のなかで、規律ある共同宿泊生活を体験させ、

友情、共同、奉仕等の相互扶助の精神を養い、地域社会の発展に寄与しうる自主的で創造性豊

かな青少年の育成を図る。 

施設概要 

【敷地面積】132,344.97㎡ 【建物面積】8,399.12㎡ 

【主な施設】○管理・研修棟 ○プレイホール ○宿泊棟 ○屋内スケート場 

      ○付帯施設（プラネタリウム他）○研修機材等 ○駐車場 

施設所管課 
岩手県教育委員会事務局 生涯学習文化財課  

（電話 019-629-6171、メールアドレス DB0005@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団 

指定期間 平成 30年４月１日～令和３年３月 31日（３年間） 

連絡先 
盛岡市みたけ１丁目 10番１号 

電話 019-641-1127 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 

１ 施設等の供用に関すること。 

２ 施設等の維持管理に関すること。 

３ 施設の利用促進及び指導に関すること。 

４ スケート場の一般利用における使用許可、料金の徴収に関すること。 

 

 

職員配置、管理

体制 

 10名 

（令和２年４月１日現在） 

組織図 

事業団本部-             事務- 

 総括責任者-総括責任者補助   技能（臨時 2 日々1） 

  （正職員 1） (臨時 1)         警備（日々3） 

                清掃（日々2） 

                                労務- 

※技能には、暖房運転・植栽管理含む 

（内訳） 

正職員        1名 

期限付臨時職員    3名 

日々雇用職員     6名 
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利用料金 

附 属

の 施

設 

利用料金 

個人使用 貸切使用 

区分 

小学校児

童及び中

学校生徒 

高等学校

生徒及び

学生 

一般 区分 

料金を徴

収しない

場合 

料金を徴

収する場

合 

スケ

ート

場 

普通利用料金(１回) 140 410  570 土曜日・休日の利用

料金(１時間) 

  

10,730 

  

21,470 回数利用料金(６回) 700 2,050 2,850 

定期利用

料  金 

競技関係者 2,800 8,200 11,400 その他の日の利用

料金 (１時間) 
8,050 16,100 

その他の者 5,600 16,400 22,800 

附属の設

備の利用

料金 

靴 

(１回) 
120 360 470 

附属の

設備の

利用料

金 

放送設備

(１時間) 
590 1,180 

ロツカー 

(１回) 
50 照明設備 

実費を基準として知

事が定める額 
 

開館時間（通年） 

勤務時間 ８時 30分～17時 15分 

 ※利用団体がある場合は、24時間 

スケート場（11月１日～３月 31日） 

  火～金   13:00～22:00 

土・日・祝  10:00～22:00 

休館日

（通年） 

毎週月曜日（ただし、臨時開所すること

がある。）、12 月 28 日～１月４日、その

他所長が定める臨時の休所日 

 

 

 

４ 施設の利用状況 （単位：人） 

（利用者数、 

 稼働率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 備考 

30年度 元年度 ２年度 － － 期間平均  

青
少
年
の
家 

第１四半期 6,984 6,000 5,151 1,375   4,175  

第２四半期 9,659 6,824 6,380 4,221   5,808  

第３四半期 7,518 7,537 7,410 5,333   6,760  

第４四半期 10,703 8,898 8,971 3,726   7,198  

年間実績 34,864 29,259 27,912 14,655   23,941  

年間計画  28,900 29,200 29,500     

スケート場実績 19,145 21,753 18,258 11,743   17,251  

スケート場計画  17,700 17,800 17,900     

合計年間実績 54,009 51,012 46,170 26,398   41,192  

合計年間計画  46,600 47,000 47,400     

 

５ 収支の状況 （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 備考 

30年度 元年度 ２年度 － － 期間平均  

収

入 

利用料金収入 3,710 3,573 2,957 2,090   2,873  

指定管理料 60,154 63,964 62,148 60,618   62,243  

自主事業収入 247 200 292 126   206  

小計 64,111 67,737 65,397 62,834   65,322  

支

出 

人件費 19,342 20,795 20,572 18,677   20,015  

維持管理費 45,199 46,770 45,287 42,154   44,737  

事業費  0 0 0     

自主事業費 471 252 335 136   241  

小計 65,012 67,817 66,194 60,967   64,993  

収支差額 △901 △80 △797 1,867   329  
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６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 全利用団体へのアンケート調査による 
実施 

主体 
県北青少年の家 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情 １３件、要望 １２件、その他  ―件 

主な苦情、要望等 対応状況 

宿泊室の鍵が機能しない。  そもそも使えないことをオリエンテーションで説明した。今後

も事前に説明し、理解を得られるよう努めることとした。 

ごみ箱が欲しい。  新型コロナウィルス感染症対策としてごみ箱は設置していな

いこと、ごみは持ち帰ってもらうことを説明し理解していただい

た。 

ドライヤーが使えなかった。  新型コロナウィルス感染症対策として共用のドライヤーは撤

去していることを説明し理解していただいた。 

プレイホールの椅子がかびていた。  長らく使っていなかったこともあり椅子がかびていたことか

ら、所員がかびを拭き取るなどの対応をすぐに行った。今後も、

定期的に見回るなどして、適切な対応に努めることとした。 

お風呂にカメムシがいた(臭かった)。  早急に駆除作業を行った。また、カメムシは駆除しても再度発

生等してしまうことを説明し、発生した際には職員へ知らせてい

ただくようお願いするとともに、部屋にいた場合は備え付けのガ

ムテープで虫を駆除するよう併せてお願いした。 

扇風機がもう一つ欲しい。  宿泊していた高校生からの要望であり、他に空いている部屋が

あったことから、その部屋の扇風機を使って良いことを説明し

た。（各部屋に扇風機は１台配置） 

その他利用者からの積極的な評価等（研修団体票から抜粋） 

１ 職員の対応関係 

 ・ 水道が使えない(凍結)こと、食事(髪の毛)のことなど丁寧にお詫びがあり大いに満足した。 

 ・ 分かりやすく、丁寧に対応していただいた。 

 ・ 新型コロナウィルス感染症対策等で分からないことがあったが、丁寧に教えてもらいありがたかった。 

・ 親切に対応していただいた。お風呂の時間を早めて下さり助かった。 

２ 施設設備の状況 

 ・ 遊歩道等が歩きやすく低学年でも歩くことができた。 

 ・ とても清掃が行き届いておりきれいだった。 

 ・ 氷の状態がとても良かった。 

・ 使いやすく整備されていたので満足できた。 

３ 食事の内容 

 ・ ほぼ子ども達が食べきれるメニューと量だった。 

 ・ アレルギーの生徒が多いチームの中対応してもらい助かった。 

 ・ 児童が笑顔で食事をしており、ごはん、コロッケ等がおいしかったと好評だった。 

・ 新型コロナウィルス感染症で大変な中安心して食べることができるよう準備してもらいありがたかった。 

４ その他 

 ・ 桜がとてもきれいで非常に喜んでいた。 

 ・ 昨日の雨でもグラウンドの状態も良く練習できて良かった。 

 ・ 青森県の児童を受け入れることに感謝している。 

・ いろいろ迷惑をかけたが、非常に楽しい時間となり、大変満足した。 
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７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

管理業務等 1)  公の施設としての公共性を有する

ことを十分に理解し、その趣旨を尊重

した管理業務等の実施 

・ 施設の設置目的に従って、安

全な管理に万全を期し、充実し

た事業を実施し高い満足度を目

指すとともに、透明な予算執行

に努めた。 

・ 受動喫煙防止対策として、令

和元年 10月 1日から敷地内禁煙

を開始した。 

・新型コロナウィルス感染症対策 

 を遅滞なく実施し、公の施設と

して、利用者の安心・安全の確

保に努めた。 
Ｂ 

2)  県民の平等な利用の確保 

 

・ 気軽にそして平等に利用でき

るよう公平な利用の確保に努め

た。 

 

3)  設置目的を効率的かつ効果的に達

成 

・ 各種会議等において「利用の

てびき」や「要覧」等を手交し、

利用促進を図りながら、設置目

的の効率的かつ効果的な達成に

努めた。 

 

施設の利用状況 1) 目標値の達成 

管理運営計画書に掲げる年間利用

者数 47,400人 

（施設 29,500人、ｽｹｰﾄ場 17,900人） 

年間利用者数（対目標値） 

施設  14,655人(14,845人減) 

ｽｹｰﾄ場 11,743人( 6,157人減) 

 

計  26,398人(21,002人減) 

Ｂ 

2) 上記目標値に向けた取組みと、増減

内容の把握 

新型コロナウィルス感染症対策 

を年度当初から実施しながら利用

促進に努めたが、目標値に大きく

届かなかった。 

・ 施設（研修）利用者数につい

ては、新型コロナウィルス感染

症による利用自粛やキャンセル

の増加による減が大きな要因。 

・ スケート場利用者数について

は、新型コロナウィルス感染症 

によるカーリング大会等の中

止・縮小による減が大きな要因。

また、大学等のスポーツ合宿が

キャンセルになったことも減の

要因。 
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3) 施設利用促進に係る広報等の実施 

 

・ 平成 30年 11月に、「県北青少

年の家利用促進会議」を設置し、

これまで研修班と総務班が一体

となって利用促進に係る会議を

継続実施してきた。この会議の

提案をもとに、季刊紙にスケー

ト場の研修団体募集の宣伝を入

れたところ、２団体から照会が

あり、朝のカーリング研修利用

へ繋がった。 

 

事業の実施状況 管理運営計画に基づく青少年の健全

育成に効果的な事業の実施 

・ 管理計画書に基づき自主事業

６事業中５事業（1事業は新型コ

ロナウィルス感染症のため中

止）を実施した。 

・ アンケートや事業の検証を行

い事業に反映させた。 

・ 当所の運営全般について、外

部の委員から意見等を伺う「県

北青少年の家有識者会議」につ

いては、例年５月に実施してい

たが、新型コロナウィルス感染

症のため、今回は開催を見送る

こととした。 

Ｂ 

会計業務の状況 1) 適正な契約業務と執行 

2) 適正な会計処理の執行 

・ 各種法令・例規等を常に参考

にしながら、適正な契約業務と

その執行に努めた。 

・ 入札業務も多いことから、不

明な点等については本部とも協

議をして業務を進めた。 

Ｂ 

施設の維持管理状況 1) 施設設備の維持管理等業務の適切

な実施 

・ 専門業者による施設設備の点 

検を行うとともに、毎月１回点

検担当職員による施設安全点検

を行い、さらに毎日２回担当職

員による巡回点検を実施しなが

ら適切な維持管理等業務に努め

た。 

Ｂ 

2) 公有財産の適切な管理 

 

・ 体育備品に係る体育施設管理

士による点検について、年１回

実施しており、その点検結果も

含め全ての点検結果を全職員で

情報共有し、必要に応じて修繕

するなど、公有財産の適切な管

理に努めた。 

3) 備品台帳との整合性を図る ・ 現有備品と備品台帳との整合

性を図るため、点検等を定期的

に実施しながら整合性の確保に

努めており、その結果を受けて、

処分及び物品の所管換え手続き

を行った。 

記録等の整理・保管 各種帳票書類の適正な整理保管 ・ ファイル管理簿により書類・

帳票類は、適正に管理（整理・

保管・廃棄）した。 

 

Ｂ 
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自主事業等の取組み 施設の設置目的に沿った、利用促進に

繋がる方策に基づく事業の実施 

・ 地域の方々が誰でも楽しめる

「ステラパル冬まつり」や「い

きいきグランド・ゴルフ大会」

などの参加型事業については、

コロナウィルスの感染拡大を踏

まえ、規模を縮小して開催した。

また、３青少年の家連携事業で

ある「親子 deチャレンジ」につ

いても、小学生から大人まで一

定の参加を得て開催した。 

・ 「クッブ」や「卓球バレー」

さらには「ボッチャ」など、ニ

ュースポーツの普及に引き続き

努め、年齢や体力に合わせたプ

ログラムを紹介し、利用促進に

努めた。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 自主事業において、地域の幅広い年齢層を対象にした参加型事業の実施や、ニュースポーツを取り入れ

たプログラムを実施し、施設の利用促進につなげた。 

 

・改善を要する点 

 利用者数については、新型コロナウイルス感染症の影響で減少しているが、引き続き利用促進につなが

る取り組みに努めて欲しい。 

 Ｂ 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 各業務に適した職員及び必要な有資

格者の適正な配置 

・ 管理計画書のとおり常勤の総

括責任者など各業務に適した職

員を配置した。 

・ 各業務の経験者、有資格者を

地元から採用し配置した。 

  ただし、退職したボイラー技

士の補充については、その後応

募もなく、欠員のままとなって

いることから、引き続き採用に

向けた手続きを進めていくこと

としている。 

Ｂ 

苦情、要望対応体制 利用に関する各種問い合わせや要望

及びトラブル等の適切な対応 

・ 事業団クレーム対応要綱によ

り苦情に対応する体制をとって

いる。 

・ トラブル等はなかった。 

 

Ｂ 

危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

 

 災害時・緊急時の対応や、防犯・防災

対策として、マニュアルの作成や訓練の

実施 

・ 事業団危機管理マニュアル要

綱及び県北青少年の家危機管理

マニュアルに基づき取り組ん

だ。 

・ 特にも新型コロナウィルス感

染症感染防止対策については、

国や県教委等の指示等のもと、

主に次のとおり対応した。 

 ア 新型コロナウィルス感染拡 

 大予防の基本的な対策・対応

Ｂ 
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方針整備(7月) 

 イ 新型コロナウィルス感染症

対応に係る利用団体の消毒手

順等整備(7月) 

 ウ スケート場利用競技団体打

合せ会の実施等(9月) 

 エ スケート場における感染予

防対策(マニュアル)の整備

(10月) 

 オ 県に整備して頂いた空気清

浄機 4 台を研修生食堂等に配

置(12月) 

 カ スケート場のサーモカメラ

で自分の体温を目視できるよ

うにするためのディスプレイ

購入（2月） 

 キ 給食会議を開催し、委託業

者と感染予防等の確認(2月) 

 ク 入札や採用面接において換

気等の徹底を図ったこと（2

月、3月） 

 ケ 県に整備して頂いたアクリ

ルパネルスタンドを研修生食

堂に設置(3月) 

・ 総合防災訓練を春と秋の 2 回

実施した。 

１回目 5月 22日 

 （自衛消防訓練） 

２回目 11月 20日 

 （地震発生に伴う避難訓練） 

・ 熊、ハチ、蛇等に対する危険

回避のため、活動前に職員が安

全点検を行い、利用者の安全確

保に努めた。 

・ 令和２年 9 月 4 日に二戸警察

署からクマの目撃情報に関する

情報提供があったことから、職

員と情報共有し対策をとるとと

もに、二戸地方猟友会などの関

係機関等とも連携するなどしな

がら安全確保に努めた。 

・ 令和 3年２月 17日、スケート 

 場駐車場ジャングル広場寄りに

トウヒの倒木を職員が発見し

た。この駐車場は冬場は駐車の

予定もなく、人身等の被害等は

なかったが、不断の点検の必要

性をあらためて痛感した。 

・ 令和 3年２月 25日の午前中の

スケート教室において、児童が

リンクから上がろうとしてリン

クの入口に向かって滑ってきた

際に正座するような恰好で前に

転倒し右足すねの骨を骨折し
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た。病院では１週間から 10日程

度の入院と診断され即入院とな

った。当所としては学校とも連

絡を取り合いながら経過を見守

るなどしていくこととした。 

コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

基本協定に基づく秘密の保持、個人情

報保護及び法令遵守の確保 

個人情報に関する書類の適切な保管

管理 

・ 事業団職員コンプライアンス

マニュアル及び岩手県教職員コ

ンプライアンスマニュアルに基

づいて研修や取組を実施した。 

・ 毎月定例の職員会議において、

毎月 1 名の職員が順番にコンプ

ライアンスに係る話を行った。 

・ 個人情報に関する書類は金庫

及びキャビネット保管とするな

ど厳重に管理した。 

Ｂ 

県、関係機関等との連携体

制 

 基本協定に基づく関係機関等との協

力連携及び良好な関係の維持 

・ 事業団本部と連絡等を密にし、

県及び関係機関との連携に努

め、良好な関係を保持した。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果があった点 

 利用者の安全確保のための情報が職員間で共有されており、適切な運営がなされている。また、新型コ

ロナウイルス感染症対策では、県と連携して施設を適切に管理運営した。 

 

・改善を要する点 

 特になし。 

 Ｂ 

 

(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

サービス向上の取組み  サービス向上のための研修等の実施 ・ 服務規律の確保等を内容とす

るコンプライアンス研修を 4 月

に実施するとともに、事業団主

催の研修や外部研修（ネイチャ

ーゲームリーダー養成講座等）

に参加し、資質の向上に努めた。 

 

Ｂ 

利用者サービス 利用者サービス向上に向けた方策に

基づく、適切な利用者サービスの実施 

1) 利用者の要望に応じた施設開所 

2) 利用者の意見を反映させた青少年

育成事業の実施 

3) 青少年育成の場として適正な施設

環境及び設備機能の維持（衛生環境保

持、安全点検、修繕等） 

4) 障がい者等特別な配慮が必要な利

用者に対する柔軟な対応、施設設備の

整備 

・ 年間35日の臨時開所を実施し、

利用者の要望に応えた。 

・ スケート場は、11 月１日から

開場を始め、12月 31日、１月１

日を除き、毎日夜 10時まで開場

した。 

・ 大会開催前にはスケート場を

早朝に開場するなどサービス向

上に努めた。 

・ スケート場については、一般

利用のほか、スポーツ団体練習

試合等向けに貸切利用を行い、

利用者数増に努めた。 

・ 利用団体と詳細な事前打合せ

を行い、要望や意見を伺い、そ

れらの要望等に一つひとつ応え

るよう努めた。 

Ｂ 
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・ 清掃員が年末年始を除き毎日

勤務し、衛生面に十分配慮した

環境保持に努めた。 

・ 害虫防除を委託業務として実

施し、適正な施設環境の保持に

努めた。 

・ 安全点検を強化する計画をた

て、既存のチェック方法に加え

て、二重に安全点検を行う体制

を維持して点検を実施した。 

・ スケート場自動ドアの装置交

換修理など、優先順位を定めて

修繕を実施し、適正な施設・設

備環境等の保持に努めた。 

・ 特別支援学校等の研修におい

て、事前打合せを従前どおり十

分に行い、事故なく利用いただ

いた。 

・ 「施設要覧」、「利用のてびき」

のほか、「季刊紙」を発行し、関

係機関等に配付した。 

・ 各種会議等の場において、施

設の利用について説明する機会

を設けてもらい、県北青少年の

家の PRを行った。 

利用者アンケート等 1) 利用者アンケートや意見箱の設置

による利用者ニーズの把握 

2) アンケート結果に基づく業務改善 

・ 利用団体から「研修団体票」、 

宿泊者から「感想・意見カード」

を提出してもらい、以後の運営

に反映させるとともに、館内に

「利用者の声」として掲示する

など、利用者の理解を得られる

ように努めた。 

・ 自主事業参加者のアンケート

実施や食堂及びスケート場に意

見箱を設置するなどし、利用者

の要望、意向、評価等について、

朝会、職員会議、給食関係者会

議等で検討し、運営に活かした。 

・ 毎年実施している「利用者ア

ンケートに係る自己評価」につ

いては、ホームページに掲載し、

広く公表した。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 休所日の臨時開所や、大会開催前におけるスケート場の早朝開場等、サービス向上に努め、利用者のニ

ーズに合わせた運営を行った。 

利用者アンケートや意見箱に投函された要望・意見結果を職員で共有し、施設運営に活かしている。 

 

・改善を要する点 

 特になし。 

 Ｂ 
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(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 管理運営計画における収支の積算に

対する適正な収支実績 

・ 会計諸帳票は、公益法人会計

基準に定められたとおり作成し

ており、運営計画との整合性が

図られている。 

・ 予算の執行に当たっては、利

用者に不便をかけないこと、施

設運営に支障がないこと等を前

提に、効率的な執行に努め、適

切に処理した。 

Ｂ 

指定管理者の経営状況 経営基盤の安定及び計画に沿った管

理能力 

・ 公益法人としての活動につい

て、毎年、公益認定委員会の評

価を受けており、適正な経営で

あるとの評価を得ている。 

・ 当事業団は、昭和 60年の設立

以来、借入金及び貸付金等はな

く、健全な財務を維持している。 

・ 業務を適正に成し得るだけの

有資格者、経験者を有している

ほか、適時職員の資質向上にも

努めており、十分な管理能力を

保持していると考える。 

Ｂ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

 概ね適正に運営されていると認められる。 

 

・改善を要する点 

 特になし。 

 Ｂ 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理がな

されている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

・ ホームページに加え、フェイスブックの活用や地元ラジオ局への毎月の生出演、地元ケーブルテレビでの

事業広報、二戸管内の主要店舗に事業案内のポスター掲示、県内の学校へのチラシ配付等を積極的に行い、

利用の周知を図った。 

・ 新型コロナウィルス感染防止対策として、前年度に引き続き、消毒液の設置、体温測定、手洗いの徹底等

の張り紙掲示を行うとともに、7 月には基本的な当所の対応方針の作成、10 月にはスケート場のマニュアル

を整備するなどして、利用者が安全・安心に研修等できるよう努めた。結果、休所等することなく、規模を

縮小しながらも行うことができた。今後も、感染防止対策に万全を尽くし、主催事業等を行っていきたいと

考えている。 

・ 年間 35日の休所日の臨時開所を行ったほか、スケート場における大会開催時には、早朝に開場するなど、

利用者サービスの向上に努めた。 
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・ 毎日の巡回点検等の実施により利用者の安全を確保することができた。また、施設内の清掃を職員が細か

いところまで行い、利用者から高い評価（清潔、きれい）をいただいた。 

 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

・ 施設・設備全般の老朽化への対応。 

・ 携帯電話の通信環境について、施設の利用者から毎年のように改善要望がでている。 

・ 児童生徒の減少や１団体当りの人数の減少傾向、また宿泊利用から日帰り利用にシフトする件数の増加な

ど、今後、利用者数が大きく減少する可能性が非常に高いことから、引き続き利用者のニーズを捉えて事業

を実施していきたい。 

③ 県に対する要望、意見等 

・ ボイラー設備、水道設備などの施設・設備の老朽化に対応する計画的な改修等工事の実施をお願いしたい。 

・ 携帯電話の通信環境の改善に向けて、県の側面から支援をお願いしたい。 

・ これからも県北青少年の家の施設の特長（プラネタリウムとスケート場）を十分に活かしながら、使命を

果たす必要があると考えており、スケート場を使用した大規模な大会誘致とともに、天文現象のトピック学

習等にも効果のあるプラネタリウムの更新を行うようお願いしたい。 

 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

 施設の臨時開所・スケート場の早朝開場等、利用者のニーズに合わせた対応や利用促進につなげる事業を行っ

たほか、利用者の安全確保のための対応等も適切に行っている。 

 

② 県の対応状況について（自己評価） 

 昨年度同様に、毎月の定期報告により施設の管理状況・利用状況等を把握するとともに、施設・設備の老朽化

が進んでいることから、修繕状況の把握に努めた。予算の確保及び工事の施行等、引き続き指定管理者と連携し

て適切な施設整備に努めたい。 

 

 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

 特になし。 

 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

 該当なし 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日：令和 年 月 日） 

 

 

 

改善状況の確認 

（確認年月日 令和 年 月 日） 

 

 

 

 


